
大林組における

人材育成の取り組みについて

大林組 DX本部 本部長室 企画部 デジタル戦略企画課

DX本部 本部長室 企画部 デジタル教育課
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DX戦略ロジック

OBAYASHI コーポレートレポート 2024

重要な柱

https://ir.obayashi.co.jp/ja/ir/data/report/main/0/teaserItems1/0/link/CR2024_all.pdf
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①取組の背景にある課題 と 解決手段

②解決手段を進める「デジタルを使う人材の育成」

③「デジタルを使う人材の育成」を進める3つの工夫



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

建設業が抱える課題

①取組の背景にある課題 と 解決手段

4

労働時間の削減

建設業就業者数の減少

属人化の課題

時間外労働の上限規制適用

労働集約型の建設手法の見直し

知識・技術の体系化と継承

デジタルを使う人に向けた教育プログラム

解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

②解決手段を進める「デジタルを使う人材の育成」
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5つの人材タイプ 学習フレームワーク

解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

人材タイプ デジタル認知人材
対象者の属性目安 全社員
求められる行動 社内のデジタル変革の応援

例

学習コンテンツ

• マインド
• 知識

デジタル
認知人材
全社員

デジタル
支援リーダー
マネジメント層



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

③「デジタルを使う人材の育成」を進める3つの工夫
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データドリブンな教育
ゆるく横につながる

自分ごとに感じる
“デジタルおおばやし”

解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

分析の工夫 研修の工夫 学ぶ場の工夫

工夫① 工夫② 工夫③



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

適宜モニタリング、多角的に分析し、次の施策へ！

分析の工夫 ： データドリブンな教育
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可視化 分析 仮説 施策 実施

解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

サイトのアクセス状況

研修参加者・動画視聴者

アンケート回答

従業員の情報(所属,年齢構成…)

情報処理技術者試験の
合格状況もモニタリング

（奨励資格として人事データに登録）



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

“横にゆるーくつながった 他の研修”へそっと誘導！

研修の工夫 ： 横にゆるーくつながる
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解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

“他人事” ではなく “自分事”！

研修の工夫 ： 自分事に感じる
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解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

分類 問題 選択肢

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
系

時間を横軸にし、タスクを縦
軸に取って所要時間に比例し
た長さで表した工程管理図は
どれか。

（ITパスポート平成21年春期 問50）

ア E-R図

イ アローダイアグラム

ウ ガントチャート

エ 状態遷移図

ス
ト
ラ
テ
ジ
系

スマートファクトリーにおい
ても使用されている、
FMS（Flexible Manufacturing System）

に関する記述として、最も最
適なものはどれか。

（ITパスポート令和7年春期 問11）

（割愛）

https://www.obayashi.co.jp/solution_technology/facilities/smart_factory.html



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

“学びのプラットフォームの定着”で学習を加速！

学ぶ場の工夫 ： プラットフォームの提供と定着
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マインド 知識 スキル

解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫③



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

③「デジタルを使う人材の育成」を進める3つの工夫
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データドリブンな教育
ゆるく横につながる

自分ごとに感じる
“デジタルおおばやし”

工夫① 工夫③

分析の工夫 研修の工夫 学ぶ場の工夫

工夫① 工夫② 工夫③

継続的な
可視化・モニタリング・分析で

参加者を増やす
興味の幅を広げて 深く学んでもらう

! LvUp↑

工夫②



解決手段を進める方法課題・解決手段 育成を進める工夫 工夫① 工夫② 工夫③

具体的な取組の例
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カテゴリ タイトル 目的や内容

全社員のデジタル・リテラ
シー向上のため、デジタル技
術を抵抗なく活用し、自らの
業務を変革していくことを支
援するマインドセット教育

オリジナル・アニメーション

• 効率的なWeb会議の進め方とは？

• なぜデータが重要なのか？

• デジタル変革はITとどう違うのか？
誰が関係しているのか？

• デジタル技術の必要性や全社/全員
が取り組むべき理由の理解

• デジタルを学び、積極的に活用する
ことで生産性を向上することを学ぶ

経営者を含めた役員や管理職
のDXに対する意識を改革し、
役員や管理職が積極的に社員
のデジタル人材育成に関する
取組を推進するための研修

オンライン研修（年1回）

• DX時代のマネジメントの心得

• DX推進においてマネジメント層に
求められる役割の把握

• デジタルスキル標準も引用しつつ
人材育成・確保の必要性を強調

生成AI等の最新技術の動向も
踏まえるための研修

オンライン研修（各年2回）

• 知りたい！生成AI

• はじめての生成AIプロンプト

• 生成AI等の最新技術や動向の共有

• 生成AIの使い方とリスクを学ぶ
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現在とあるべき未来をＤＸでつなぐ
いま
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EoF
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